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浜 口 さ ん を し の ぶ

理研社 々長 の浜 口さんが亡 くなった。大物が倒れた と感 じる。百 キロの巨体 をエネルギ ッシュに動か

して関西低温 グルー プだ けでな く日本 中の低 温グルー プのため にとい う気持で走 りまわ っていた浜 口さ

ん。若 い学生達 と も教授達 とも同 じょ うな本当に人間的な態度 で接 し,ね じ一本の注文 か ら低温設備一

式まで,前 向 きの姿勢 で敢 り組 んで呉 れていた社長。 我々の研 究に側面か ら大 きな貢献を して くれたこ

とを感謝 しなが ら,関 西 の研究者の一 人と'して皆 の声 を代表 して浜 口氏に追悼の一文 を書 きたい と思い

'ます
。

私 が大阪へ来 て間 もな く世話 になった時,浜 ロさんは東理社の下 で関西地区への低温器機 の販 売をし

ていた。その彼が独立 して会社 を始め ようとした時は,私 も大いに賛成 して東京地区の人 の紹介 もした

ので あった。41年12月 に独立 して以来,東 京大阪間 を徹夜で車 を運転 して真空低温器機 を中心 に売

りま くり,着 実 に会社は伸び て行 った。

い ったい実験研究な どと言 うものは,パ ッキングー つ,パ イブー本の さあ とい う時の ある無 しでその

進展 に重大な影響が出る ものである。 いわゆ るカタログに乗せ られない ような品物 が常 に必要 になって

来 るものである。その意味 から考 えても,あ る程度の専門知識 を持 った人が研 究の資材 を集め て くれな

くては,我 々の仕事 は進まない。最近 の管理化組織化 が進 んで来た社 会は研究 にとっては住みに くい所

である。 浜口さんは自分の商売 をより深 く理解す るために本 を読み,人 に話 を聞 き,研 究者の どんな要

求に も対応 で きるように常に心i掛けていた。信用 とは何 かを知 って蔚 り,又 大 きな所 と細部の問題 を見

分け,分 離 して考 える能力はやは り船場商人の血 を引いた ものであったろ うか。 彼が集 めた品物 や知識

が どれだけ我 々の研 究に貢献 したかはか りしれない。

すでに5年 前 になったが,東 京か ら荷物 を積 んでの帰え り,大 雨の一号線で浜 口氏は事故 に会 った。

コンク リー トの壁に車が衝突 し彼は重傷 を負ったが,自 分 で他の車 を停めて病院まで運 んで もらい命拾

いをした。救急車 を待 っていた ら出血多量で死 ぬ所だ ったとい うの が本人 の言だった。それ以 来 自分一

人で働 くことから組織 作 りに進んで行 ったように見えた。

昨年秋,台 湾 か ら帰国 した浜 口さんに空港 で偶然 に出会い,ジ ヨニ黒を一本ぶん増 って来 た時が,彼

の病 の兆候が現 われた時期だった。台湾で心臓 の発作 を起 したそ うで,今 考 えれば貧血の症状であった

のだろ う。2月27日 の手術は,私 も勧めた し本人 も胃か らの出血 を気 に しながらでは十分 な仕事 はで

きないと進んで受けたのだが,朝10時 か ら夕方6時 までの長 い もので あった。手術か らの回復 は早 か

ったが,見 舞 に行 った持 見せて くれた脇腹の第二 の傷 が私 には ショックだった。

彼 の気 力は手術な どではまった く衰えず,退 院許可の出る前 に九州へ出かけると頑張 り出 し,諫 める

の・に苦労 した。4月30日 に退院 して白浜へ養生 に出かけたが,再 発 して入院 した。 この時点では浜 口
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さん自身も危険 を感じていたであろ うし,私 も病状 の進行の早 さに驚 いた。6月10日 に 見舞 に行った

時 も,弱 音一つ出 さず仕事 の話 をし,呑 み物に挑戦 していたが,も はや胃が受け付けなかった。12日

意識 が薄 れ,17日 未 明亡 くなった。

春秋に富む若い世代の中に最近 ともすれば見失われがちな気力 と生命 力のかたま りのよ うな日本男児

が一人いな くな った事 は誠 に悲 しい。

基礎 工学部 田 崎 明

編 集 後 記

蒸 し暑 い梅 雨の続 くさなかに第7号 の編集 を終えましたが,こ の号が皆さんの手許 にとどく

頃は梅 雨 もか ら りとあけて,冷 たい氷のほ しい真夏 がや って きている事で しよ う。

最 近では極 低温 や超伝導 も,低 温 や物性の限 られた研究者 の対象 だけでな くな り,医 学 や公

害防止 などに も応用が考 え られる様になって きま した。超伝導 マグネッ トによる磁気浮上,磁

性 イオンの磁気分離な どはこの例 と言 えましよう。

低温 センターだよ りの編集の席上で もこの様 な興味 あるテー マ,新 しい研究 について,ニ ユ

ースが色 々と聞 かれます。私達 はこれ らの研究が着実に成果が あがる事 を期待す ると共に,編

集にたず さわ る老 として,「 低温 センターだよ り」がセ ンターか らのた よりで ある事以上 に低

温 に関係 した研究者か らのたよ りであって,～ 二れ ら新 しい着想 の発展 のためのよ きコミユニ ケ

ーションの場 となってほ しいと願 っています
。 〔中 島 記 〕
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